
2026年５月24日 日

15:00~15:45

アフリカの水と暮らし 
～乾燥地の暮らしからワイン産地まで～

ーーーーーーー　会場・お問い合わせ　ーーーーーーー

上智大学
大阪市北区豊崎 3丁目 12 番 8 号 サクラ ファミリア（カトリック大阪梅田教会）２階

電話：06-6450-8741　開室時間：平日 10：00 ～ 18：00

本プログラムは南アフリカワインを手がかりに、アフリカの水と暮らしが育む豊かさや文化を見つめると共に、
エジプト西部砂漠で進む科学技術による水資源開発の事例についても見ていきます。現地で多様な経験を重
ねてきた登壇者の話を通し、アフリカへの理解と関心を深めるイベントです。

上智大学アフリカWeeks 2026 in大阪

会場：上智大学大阪サテライトキャンパス

15:00~17:30

南アフリカワインの魅力と文化 ～研究者とソムリエの対話～

16:40~17:20

私たちが経験したアフリカの暮らし ～留学生を交えてのトークセッション～

15:45~16:30

エジプト西部砂漠のオアシス社会 ～水・土地資源の開発と未来～

岩﨑 えり奈 教授
上智大学 フランス語学科

池田 知佳 氏
上智大学 教育学科

卒業生
Stephanie McWilliams 氏

南アフリカ出身の留学生

ファシリテーター：山﨑 瑛莉 氏
登壇者：岩崎 えり奈 教授、水溜 陽子 氏、
Stephanie McWilliams 氏（南アフリカ出身の留学生）、池田 知佳 氏（上智大学卒業生）

南アフリカは、「自然を大切にし、この素晴らしい地球を後世に残しながら、世界レベルの高品質ワイ
ンを生み出している」と語られる、350年以上の歴史を誇るワイン産地です。本講演では、南アフリカ
ワイン専門店の店主と、アフリカに幾度と渡航している研究者が対話を重ねながら、南アフリカワイ
ンの魅力と、その背景にある文化や歴史、土地の個性について紐解いていきます。ブドウ栽培と自然
保護の関係、多様な民族や文化が育んだ食とワインのあり方、そして現代の南アフリカが世界に発
信する価値とは何か。ワインを切り口に、味わいの奥に広がる南アフリカの豊かな文化と人々の営み
に触れるひとときです。

乾燥地である北アフリカは水資源が稀少であり、水資源を利用する仕組みをつくりあげてきました。
エジプト西部砂漠のオアシス社会を事例に、どんな仕組みを歴史的につくってきたのか、現在どんな
課題をかかえているのかを考察します。

アフリカの地域性に基づいたフィールドワークや、現地の人 と々の対話等の体験を通じて学びを深
めることを目的とした実践型プログラム【アフリカに学ぶ】に参加した関西在住の卒業生と、南アフリ
カ出身の大学院生を交えてのトークセッションプログラムです。それぞれの視点と経験譚を共有しな
がら、アフリカの水と暮らしを探っていきます。

【アクセス】

・地下鉄御堂筋線「中津駅」4番出口より徒歩 3分

・阪急「梅田駅」茶屋町口より徒歩４分 ・ＪＲ「大阪駅」御堂筋北口より徒歩 10 分

http://www.sophia-osaka.jp/

▼お申し込みはこちら▼

参加費無料対面実施途中入退場OK要事前申込

山﨑 瑛莉 氏
水溜 陽子 氏
WOSA認定 

南アフリカワインスペシャリスト

●参加には事前申し込みが必要です（先着順）
●必ず左のQRコード、あるいは上智大学大阪サテライトキャンパス
　ホームページ内の所定フォームよりお申込みください。
●定員に達し次第、申込受付を締め切ります。

上智大学 
世界展開力強化事業（アフリカ）

コーディネーター

大阪サテライトキャンパス


